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以
下
に
元
禄
（
十
一
年
）
二
十
四
名
の
不
明
分
七
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
た

め
に
、
元
禄
九
年
刊
の
大
阪
案
内
書
『
難
波
丸
』
お
よ
び
そ
の
Ⅱ
次
本
の
「
書
林

物
之
本
屋 

古
本
」
の
項
に
あ
げ
ら
れ
る
三
十
名
の
書
肆
名
の
う
ち
、
享
保
以
後

に
は
も
う
出
版
願
い
出
が
な
く
、
同
じ
く
享
保
以
後
に
屋
号
・
所
在
の
一
致
す
る

書
肆
も
い
な
い
―
―
す
な
わ
ち
、
後
継
者
も
い
な
さ
そ
う
な
―
―
書
肆
を
選
び
出

し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
塩
村
氏
の
前
掲
一
覧
に
記
さ
れ
る
出
版
書
等
の
情

報
を
示
す
。

　
・ 

　
出
版
書
の
掲
示
は
ふ
た
た
び
塩
村
氏
の
一
覧
に
よ
る
。
た
だ
し
、
大
阪
案

内
記
の
記
載
に
関
す
る
※
項
の
記
載
を
は
ぶ
い
た
。

　
・ 

　
○
で
囲
ん
だ
通
し
番
号
を
付
し
た
書
肆
は
、
後
の
考
察
で
候
補
者
と
し
て

数
え
る
者
、
◎
は
す
で
に
相
合
板
の
検
討
の
際
に
有
力
候
補
と
し
て
い
た
者

で
あ
る
（
近
江
屋
次
郎
右
衛
門
は
草
紙
屋
な
の
で
こ
こ
に
は
現
れ
ず
、
万
屋

仁
兵
衛
の
名
は
現
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
の
は
二
名
で
あ
る
）。

○
を
付
し
た
二
名
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。

　
・

　
×
が
付
く
の
は
『
難
波
丸
』
Ⅱ
次
本
で
削
除
さ
れ
た
書
肆
名
で
あ
る
。

　
　 

　『
難
波
丸
』
Ⅱ
次
本
で
削
除
さ
れ
た
書
肆
の
中
に
は
明
ら
か
に
後
々
も
出

版
を
続
け
て
い
る
大
書
肆
が
含
ま
れ
る
一
方
、
Ⅱ
次
本
で
新
た
に
補
わ
れ
た

書
肆
に
出
版
物
も
享
保
以
後
の
申
請
も
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
と
、『
難
波

丸
』
Ⅱ
次
本
の
操
作
に
出
版
活
動
の
実
勢
反
映
的
意
義
を
認
め
て
よ
い
か
ど

う
か
に
は
不
安
が
残
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
『
難
波
丸
』
Ⅱ
次
本
に
あ

が
る
書
肆
名
だ
け
を
検
討
す
る
と
い
う
態
度
は
採
ら
な
か
っ
た
。

　
・ 

　
先
の
相
合
出
版
者
の
一
覧
時
と
同
じ
く
享
保
の
二
十
四
名
に
は
享
保
二
十

四
名
中
の
通
し
番
号
を
付
し
、
先
の
相
合
出
版
者
一
覧
時
の
検
討
の
結
果
有

力
候
補
と
し
た
４
名
が
出
る
場
合
に
は
、
候
１
伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門
・
候
２

雁
金
屋
庄
兵
衛
・
候
３
近
江
屋
次
郎
右
衛
門
・
候
４
万
屋
仁
兵
衛
の
よ
う
に

候
１
か
ら
候
４
の
番
号
を
付
す
よ
う
に
し
た
（
が
、
実
際
に
は
一
部
し
か
現

れ
な
い
）。

①
　
平
野
町

　
い
づ
み
や
五
兵
衛

　
　
　
　
和
泉
屋
五
兵
衛

　
平
野
町
一
丁
目

　
　
　
　
　『
二
詠
双
点
』
天
和
３
（
大
、
木
屋
八
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
謡
本
』
貞
享
１

　
　
　
　
　『
南
都
東
大
寺
大
仏
殿
御
伝
記
』
貞
享
３

　
　
　
　
　『
囃
謡
鼓
覚
集
』
貞
享
４

　
　
　
　
　『
続
太
平
記
』
貞
享
４

　
　
　
　
　『
伊
勢
物
語
』
元
禄
３
（
大
、
銭
屋
治
兵
衛
と
合
）
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　『
儒
仏
異
見
』
元
禄
15

②
×
堺
す
じ

　
八
尾
甚
左
衛
門

　
　
　
　 （
自
己
の
出
版
物
の
あ
る
相
合
出
版
者
と
し
て
前
掲
。『
難
波
丸
』（
相

合
）・
西
鶴
本
出
版
者
）

　
×
四
軒
町

　
平
野
や
五
兵
衛

　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て
存

在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

◎
　
梶
木
町

　
候
１
伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門

　
　
　
　（
す
で
に
候
補
者
で
あ
る
。）

③
　
天
神
橋

　
平
の
や
庄
左
衛
門

　
　
　
　
平
野
屋
（
平
野
）
勝
左
衛
門
（
庄
左
衛
門
）　
天
神
橋
筋
（
内
本
町
）

　
　
　
　
　 『
用
文
章
綱
目
』
元
禄
５
（
大
、
泉
屋
五
左
衛
門
・
本
屋
平
兵
衛
・
京
、

鑰
屋
善
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
出
思
稿
』
元
禄
９

　
　
　
　
　『
本
朝
食
鑑
』
元
禄
10
（
江
、
平
野
氏
伝
左
衛
門
と
合
）

　
　
　
　
　『
真
木
柱
』
元
禄
10
（
江
、
平
野
屋
清
三
郎
と
合
）

④
　
ご
ふ
く
町

　
ふ
か
江
や
太
郎
兵
衛

　
　
　
　
深
江
屋
太
郎
兵
衛
（
宗
次
）　
呉
服
町
（
伏
見
呉
服
町
）

　
　
　
　 （
雲
英
末
雄
「
深
江
屋
太
郎
兵
衛
の
出
版
活
動
」『
江
戸
文
学
』
一
五
・

一
六
（
平
成
八
年
五
月
・
同
年
十
月
）
参
照
）

　
　
　
　
　『
落
花
集
』
寛
文
11
（
京
、
山
本
七
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
夫
木
抄
抜
書
』
延
宝
２

　
　
　
　
　『
俳
諧
蒙
求
』
延
宝
３

　
　
　
　
　『
し
ぶ
団
返
答
』
延
宝
３

　
　
　
　
　『
鬼
神
弁
話
』
延
宝
４
（
刊
記
入
木
）

　
　
　
　
　 （
中
略
、
55
書
名
。
過
半
は
俳
書
で
あ
る
。
深
江
屋
太
郎
兵
衛
は
談

林
俳
諧
期
に
精
彩
を
放
っ
た
俳
諧
書
肆
で
あ
り
、
他
分
野
に
つ
い
て

も
多
角
的
に
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。『
養

生
俗
解
』
延
宝
６
、『
西
鶴
五
百
韻
』
延
宝
７
（
西
鶴
本
）、『
俳
諧

太
平
記
』
延
宝
８
、『
西
鶴
大
矢
数
』
延
宝
９
（
西
鶴
本
）、『
古
今

若
女
郎
衆
序
』
延
宝
９
、『

増補

年
代
考
記
大
全
』
延
宝
９
、『
清
少
納

言
旁
註
』
天
和
１
、『
十
一
代
抄
』
天
和
２
、『
弓
秘
伝
抄
』
天
和
３
、

『
西
湖
八
景
詩
諺
解
』
貞
享
１
、『
男
色
大
鑑
』
貞
享
４
（
京
、
山
崎

屋
市
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）、『
新
吉
原
つ
ね
〴
〵
草
』
元
禄
３
（
西

鶴
本
）、『

頭書

真
字
徒
然
草
』
元
禄
３
、『
一
休
骸
骨
』
元
禄
５
、『
式

子
内
親
王
家
集
』
元
禄
６
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
要
解
』
元
禄
７
（
梅

春
平
兵
衛
・
中
喜
多
治
兵
衛
と
合
）、『
三
教
正
宗
』
元
禄
７
、『
蒲

生
軍
記
』
元
禄
８
、『
和
漢
朗
詠
集
』
元
禄
９
（
堀
流
水
軒
書
）
等

を
ふ
く
む
。
―
山
本
注
）

　
　
　
　
　『
土
佐
軍
記
』
元
禄
15

　
　
　
　
　『
戸
次
軍
談
』
元
禄
16

　
　
　
　
　『
反
古
裏
』（
求
板
後
印
）

　
　

御
堂
前

　

ひ
な
や
丁

　
ひ
な
や
八
兵
衛

　
　
　
　
雛
屋
八
兵
衛

　
御
堂
前
雛
屋
町
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　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　
　
　
　
　
※
『
雀
跡
』
以
下
の
諸
書
に
見
え
る
人
形
屋
。

○
×
あ
は
ぢ
町

　
村
上
嘉
兵
衛

　
　
　
　
村
上
加
兵
衛
（
嘉
兵
衛
）　
心
斎
橋
淡
路
町

　
　
　
　
　 『
難
波
丸
』
元
禄
９
（
大
、
23
油
屋
与
兵
衛
・
14
藤
屋
弥
兵
衛
・
八

尾
甚
左
衛
門
・
伊
丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
候
２
雁
金
屋
庄
兵

衛
と
合
）

　
　
　
　
　 『
国
花
万
葉
記
』
元
禄
10
（
大
、
23
油
屋
与
兵
衛
・
14
藤
屋
弥
兵
衛
・

八
尾
甚
左
衛
門
・
中
村
新
蔵
・
候
２
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

○
×
道
修
町

　
豊
嶋
又
兵
衛

　
　
　
　
　 『
難
波
丸
』
元
禄
９
（
大
、
23
油
屋
与
兵
衛
・
14
藤
屋
弥
兵
衛
・
八

尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
伊
丹
屋
与
兵
衛
・
候
２
雁
金
屋
庄
兵

衛
と
合
）

　
　
　
　
　 『
国
花
万
葉
記
』
元
禄
10
（
大
、
23
油
屋
与
兵
衛
・
14
藤
屋
弥
兵
衛
・

八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・
候
２
雁
金
屋
庄
兵
衛

と
合
）

　
　
　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』元
禄
15（
刊
記
入
れ
木
。
大
、13
安
井
嘉
兵
衛
・

14
藤
屋
弥
兵
衛
・
候
２
雁
金
や
庄
兵
衛
・
23
油
屋
与
兵
衛
と
合
）

◎
×
上
人
町

　
候
２
雁
金
や
庄
兵
衛

　
　
　
　
雁
金
屋
庄
兵
衛
（
勝
兵
衛
）　
心
斎
橋
筋
上
人
町

　
　
　
　（
す
で
に
候
補
者
で
あ
る
。）

⑤
　
思
案
橋
上

　
本
や
八
郎
兵
衛
（
荻
野
八
郎
兵
衛
）

　
　
　
　
荻
野
八
郎
兵
衛
（
本
屋
）　
思
案
橋
東
一
丁
目

　
　
　
　
　『
浪
花
往
来
』
延
宝
６

　
　
　
　
　『
新
撰
絵
抄
百
人
一
首
』延
宝
７（
大
坂
上
町
書
林
荻
氏
板
行
と
あ
り
）

　
　
　
　
　『
長
明
寝
覚
物
語
』
貞
享
２
（
大
、
南
三
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　 『
清
輔
雑
談
集
』
貞
享
２
（
大
、
南
三
郎
兵
衛
・
京
、
小
佐
治
半
左

衛
門
と
合
）

　
　
　
　
　『
産
前
産
後
切
紙
』
貞
享
４
（
大
、
南
三
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
明
恵
上
人
革
袋
』
貞
享
４
（
大
、
南
三
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
衆
方
規
矩
』
貞
享
５
（
大
、
江
戸
屋
荘
右
衛
門
と
合
）

　
　
　
　
　『
長
恨
歌
新
鈔
』
元
禄
２
（
江
、
平
野
屋
清
三
郎
と
合
）

⑥
　
心
斎
橋
筋

　
本
や
平
兵
衛

　
　
　
　 

本
屋
平
兵
衛
（
愚
常
・
平
兵
衛
・
常
倫
）　
北
久
太
郎
町
心
斎
橋
筋

　

→
古
本
屋
平
兵
衛

　
　
　
　
　『
ぬ
れ
が
ら
す
』
延
宝
７

　
　
　
　
　『
続
無
名
抄
』
延
宝
８

　
　
　
　
　『
大
坂
八
百
韻
』
延
宝
８

　
　
　
　
　『
執
筆
法
諺
解
』
延
宝
８
（
本
屋
五
兵
衛
・
本
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
名
所
題
林
』
延
宝
９

　
　
　
　
　『
花
見
乗
物
』
延
宝
９

　
　
　
　
　『
一
夜
庵
建
立
縁
起
』
延
宝
９

　
　
　
　
　『
迩
言
便
蒙
抄
』
天
和
２
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　『
和
漢
筆
仙
集
』
貞
享
２

　
　
　
　
　『
徒
然
草
直
解
』
貞
享
３

　
　
　
　
　 『
四
国
遍
礼
道
指
南
』
貞
享
４
（
大
、
河
内
屋
新
三
郎
・
高
野
山
、

藤
屋
加
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
野
峰
名
徳
伝
』
貞
享
４

　
　
　
　
　 『
昼
夜
調
法
記
』
元
禄
３
（
京
、
永
原
屋
孫
兵
衛
・
江
、
村
上
源
兵

衛
と
合
）（
元
禄
５
再
版
本
あ
り
）

　
　
　
　
　 『
霊
宝
聞
書
全
抄
』
元
禄
４
（
京
、
永
原
屋
孫
兵
衛
・
江
、
村
上
源

兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　 『
用
文
章
綱
目
』
元
禄
５
（
大
、泉
屋
五
左
衛
門
・
平
野
屋
庄
左
衛
門
・

京
、
鑰
屋
善
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
方
丈
記
諺
解
』
元
禄
７
（
大
、
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
嵯
峨
釈
迦
如
来
三
国
伝
記
』
元
禄
13
（
村
上
茂
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
庭
訓
往
来
諺
解
大
成
』
元
禄
15

　
　
　
　
　
　
※ 

『
四
国
霊
場
記
』（
元
禄
２
、
彫
工
五
郎
右
衛
門
）『
弘
法
大
師

賛
議
補
』（
元
禄
２
、
彫
工
五
郎
右
衛
門
）
の
奥
に
記
す
「
書

家
平
兵
衛
」（
住
所
、
大
坂
心
斎
橋
筋
北
久
太
郎
町
）、
お
よ
び

『
難
波
丸
』
二
冊
目
「
算
者
」
の
項
の
「
心
斎
橋
本
や
平
兵
衛
」

は
同
人
で
あ
ろ
う
。
器
用
な
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　（
古
本
屋
平
兵
衛

　
→
本
屋
平
兵
衛

　
　
　
　
　『
医
学
初
心
抄
』
延
宝
９
）

⑦
×
心 

斎
橋
筋

　
本
や
又
兵
衛
（
享
保
後
に
も
本
屋
又
兵
衛
が
い
る
が
、
そ
の
所

在
が
大
坂
島
之
内
錦
袋
町
及
び
博
労
町
で
あ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
掲
出
す

る
。）

　
　
　
　
本
屋
又
兵
衛
（
正
直
）　
心
斎
橋
筋
道
修
町

　
　
　
　
　『
御
手
鑑
』
延
宝
３
（
慶
安
手
鑑
の
覆
刻
）

　
　
　
　
　 『
万
民
調
法
記
』
元
禄
５
（
大
、
灰
屋
孫
兵
衛
・
江
、
本
屋
清
兵
衛

と
合
）

　
　
　
　
　『
好
色
栄
花
物
語
』
元
禄
９
（『
好
色
盛
衰
記
』
の
改
題
本
）（
西
鶴
本
）

　
　
　
　
　『
月
見
の
友
』
元
禄
16

　
　 

心
斎
橋
筋

　
つ
る
が
や
清
兵
衛
（
あ
る
い
は
こ
の
つ
る
が
や
が
享
保
の
３
錺

屋
町
敦
賀
屋
九
兵
衛
（
大
坂
順
慶
町
五
丁
目
・
錺
屋
町
・
南
大
組
第
六
区
心

斎
橋
筋
一
丁
目

　
松
村
氏
）
の
先
代
だ
と
す
れ
ば
、
同
筋
本
や
九
兵
衛
が
こ

こ
で
の
候
補
と
な
る
。）

　
　
　
　
敦
賀
屋
清
兵
衛

　
心
斎
橋
筋
順
慶
町

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　（
同
筋

　
本
や
九
兵
衛

　
　
　
　 

本
屋
九
兵
衛

　
心
斎
橋
筋

　
→
敦
賀
屋
九
兵
衛
（
松
村
氏
）
順
慶
町
心

斎
橋
筋

　
　
　
　
　
　
※
敦
賀
屋
九
兵
衛
と
同
人
か
。

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　
　
　（
敦
賀
屋
九
兵
衛
（
松
村
氏
）　
順
慶
町
心
斎
橋
筋

　
→
本
屋
九
兵
衛



大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
四
）
―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
下
）
―

　

 

　山
本
秀
樹

（5）

　
　
　
　
　『
軽
口
御
前
男
』
元
禄
16
（
大
、
５
柏
原
屋
清
右
衛
門
と
合
）

　
　
　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、
４
吉
文
字
屋
市
兵
衛
・
５
柏
原

屋
清
右
衛
門
・
敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
　
　
　
　
　
※
本
屋
九
兵
衛
と
同
人
か
。

　
　
　
　
　
　
※
京
の
敦
賀
屋
の
出
店
で
あ
ろ
う
。大
坂
進
出
は
元
禄
ご
ろ
か
。））

　
　
心
斎
橋
筋

　
よ
し
田
太
兵
衛

　
　
　
　
吉
田
屋
太
兵
衛

　
心
斎
橋
筋
博
労
町

　
→
本
屋
太
兵
衛

　
　
　
　
　 『
書
札
調
法
記
』
元
禄
８
（
京
、
小
林
半
兵
衛
・
小
佐
治
半
右
衛
門

と
合
）

　
　
　
　
　
　
※
本
屋
太
兵
衛
と
同
人
か
。

　
　
　
　（
本
屋
太
兵
衛

　
心
斎
橋
筋

　
→
吉
田
屋
太
兵
衛

　
　
　
　
　
　
※
吉
田
屋
太
兵
衛
と
同
人
か
。

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。））

　
　
心
斎
橋
筋

　
吉
文
字
や
権
右
衛
門

　

　
　
　
　
吉
文
字
屋
権
右
衛
門

　
心
斎
橋
順
慶
町

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　
　
　
　 （
大
阪
案
内
書
の
書
肆
一
覧
に
見
え
る
吉
文
字
屋
な
る
屋
号
の
書
肆

は
ほ
か
に
い
な
い
の
で
、
吉
文
字
屋
権
右
衛
門
は
享
保
以
後
の
一
大

書
肆
た
る
４
吉
文
字
屋
市
兵
衛
の
初
代
候
補
と
し
て
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
て
い
た
（
浜
田
啓
介
「
吉
文
字
屋
本
の
作
者
に
関
す
る
研
究

―
―
奥
路
・
其
鳳
同
一
人
の
説
な
ど
―
―
」『
国
語
国
文
』
昭
和
四

十
二
年
十
一
月
）。

　
　
　
　
　 

　
も
と
も
と
そ
れ
は
可
能
性
に
と
ど
ま
る
話
で
、
そ
の
場
合
も
、
吉

文
字
屋
の
歴
代
の
最
初
に
「
？
」
付
き
で
権
右
衛
門
の
名
前
が
記
さ

れ
た
に
す
ぎ
な
い
し
、
つ
ま
り
は
吉
文
字
屋
の
初
代
に
つ
い
て
は
不

明
で
、
元
禄
十
年
刊
『
国
花
万
葉
記
』（
こ
の
本
は
『
難
波
丸
』
の

版
木
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

ひ
い
て
は
『
難
波
丸
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
に
よ
っ
て
名
の
知
ら

れ
る
吉
文
字
屋
権
右
衛
門
が
そ
こ
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
処

置
が
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　 

　
そ
の
後
、
塩
村
氏
前
掲
書
の
一
覧
に
よ
っ
て
も
吉
文
字
屋
市
兵
衛

は
元
禄
か
ら
出
版
物
が
知
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
し
、
浜
田
氏
前
掲
稿

の
吉
文
字
屋
の
歴
代
を
見
れ
ば
二
代
目
市
兵
衛
は
享
保
八
年
に
家
業

を
継
い
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
か
れ
こ
れ
付
き
合
わ
せ
れ
ば
塩

村
氏
前
掲
書
の
元
禄
頃
の
市
兵
衛
が
吉
文
字
屋
の
初
代
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
吉
文
字
屋
は
初
代
か
ら
市
兵
衛
を
通
称
と
し
た
と
い
う
こ

と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　 

　
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
権
右
衛
門
は
享
保
の
４
吉
文
字
屋
市
兵

衛
の
先
代
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
掲
出
す
る
所
以

で
あ
る
。
塩
村
氏
の
一
覧
に
の
る
元
禄
吉
文
字
屋
市
兵
衛
の
出
版
物

に
つ
い
て
は
既
出
。）



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

（6）

　〈
Ⅱ
次
本
〉

　
　

心
斎
橋

米
や
町

　
武
村
市
兵
衛

　
　
　
　
武
村
市
兵
衛

　
心
斎
橋
米
屋
町

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　

上
同
町
（
御
ど

う
の
前
本
丁
）

　
さ
ぬ
き
や
安
兵
衛

　
　
　
　
さ
ぬ
き
や
安
兵
衛

　
御
堂
の
前
本
町

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　

心
斎
橋
筋

　
　

北
久
ほ
う
じ
丁

　
下
山
喜
左
衛
門

　
　
　
　
下
山
喜
左
衛
門

　
心
斎
橋
筋
北
久
宝
寺
町

　
　
　
　
　 『
瀟
湘
八
景
図
画
詩
歌
』
元
禄
８
（
合

（
マ
マ
））（

国
文
学
研
究
資
料
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
「
京
、
中

川
息
障
軒
・
大
、
小
嶋
勘
右
衞
門
と
合
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
。）

　
　
　
　
　 『
和
字
正
濫
抄
』
元
禄
８
（
京
、
中
河
喜
兵
衛
・
江
、
中
河
五
郎
兵

衛
と
合
）（
同
刊
年
記
の
通
行
本
で
は
下
山
は
削
除
）

　
　
　
　
　
　
※ 

西
鶴
門
人
で
、
北
条
団
水
と
と
も
に
西
鶴
の
墓
碑
を
建
て
た
下

山
鶴
平
。

　
　

心
斎
橋
筋

　
　

北
久
ほ
う
じ
丁

　
銭
や
治
兵
衛

　
　
　
　
銭
屋
治
兵
衛

　
南
久
宝
寺
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
　『
伊
勢
物
語
』
元
禄
３
（
大
、
泉
屋
五
兵
衛
と
合
）

⑧
　

同
筋
本
町

　
　

（
な
に
は
ば
し
）　
高
や
平
右
衛
門

　
　
　
　
高
屋
（
谷
）
平
右
衛
門

　
本
町
三
丁
目

　
　
　
　
　『
字
林
集
韻
』
元
禄
６

　
　
　
　
　『
詩
法
掌
韻
大
成
』
元
禄
６

　
　
　
　
　『
万
物
絵
本
大
全
』
元
禄
６
（
江
、
村
上
源
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
商
売
往
来
』
元
禄
６
（
堀
流
水
軒
書
）

　
　
　
　
　『
千
字
文
註
』
元
禄
11

　
　
　
　
　『
当
流
算
法
重
宝
記
』
元
禄
14

　
　
　
　
　 『

遊興

新
平
家
物
語
』
元
禄
16
（
江
、
山
口
屋
権
兵
衛
・
平
野
屋
伝
左
衛

門
と
合
）

　
　

ひ
ら
の
丁

三
丁
メ

　
は
い
や
三
郎
右
衛
門

　
　
　
　
灰
屋
三
郎
右
衛
門

　
平
野
町
三
丁
目

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
な
お
、
次
の
２
名
に
つ
い
て
は
享
保
以
後
に
同
屋
号
（
ほ
ぼ
）
同
所
在
地
の
書

肆
が
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
継
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
一
応

こ
こ
に
後
置
し
て
お
く
。

　
　

高
麗
橋

一
丁
メ

　
よ
し
の
や
五
兵
衛
→
芳
野
屋
重
郎
兵
衛
（
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目
）
か

　
　
　
　
吉
野
屋
五
兵
衛

　
高
麗
橋
西
一
丁
目

　
　
　
　
　『
字
彙
』
寛
文
12
序
（
後
印
。
京
、
風
月
勝
左
衛
門
と
合
）

　
　
　
　
　『
年
代
記
』
延
宝
６

　
　
　
　
　『
近
思
録
』
延
宝
６
（
刊
記
入
れ
木
。
京
、
吉
野
屋
権
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
詩
法
入
門
』
元
禄
３
（
合

（
マ
マ
））



大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
四
）
―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
下
）
―

　

 

　山
本
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（7）

　
　
　
　
　『
四
書
集
註
』
元
禄
13
（
京
、
吉
野
屋
権
兵
衛
と
合
）

　〈
Ⅱ
次
本
〉

　
　 

な
に
は
ば
し

あ
は
ぢ
丁

　
せ
と
物
や
彦
右
衛
門
→
瀬
戸
物
屋
庄
右
衛
門
（
大
坂
淡
路
町
二
丁

目
）
か

　
　
　
　
瀬
戸
物
屋
彦
右
衛
門

　
難
波
橋
淡
路
町

　
→
村
田
彦
右
衛
門

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
　
　
　
　
　
※
村
田
彦
右
衛
門
と
同
人
か
。

　
　
　
　（
村
田
彦
右
衛
門

　
難
波
橋
筋
淡
路
町

　
→
瀬
戸
物
屋
彦
右
衛
門

　
　
　
　
　『
古
今
和
歌
集
』
元
禄
16

　
　
　
　
　
　
※
瀬
戸
物
屋
彦
右
衛
門
と
同
人
か
。）

　
以
上
、『
難
波
丸
』・
同
Ⅱ
次
本
に
見
え
る
物
之
本
屋
三
十
八
軒
の
う
ち
の
二
十

四
軒
（『
難
波
丸
』
に
載
る
二
十
七
軒
の
う
ち
の
十
七
軒
、
Ⅱ
次
本
で
新
た
に
現

れ
る
十
一
軒
の
う
ち
の
七
軒
）、
す
な
わ
ち
物
之
本
屋
の
約
３
分
の
２
が
残
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
享
保
ま
で
に
廃
業
し
た
と
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
後
置

の
二
名
に
つ
い
て
は
後
継
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
）
数
で
あ
る
。

　
売
れ
続
け
る
書
物
、
そ
し
て
そ
の
版
権
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
（
い
や
版
権
が

確
保
さ
れ
て
も
）
本
屋
稼
業
が
い
か
に
続
け
が
た
い
職
業
か
と
い
う
こ
と
が
思
わ

れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
ま
た
、
大
阪
案
内
書
に
わ
ざ
わ
ざ
掲
載
さ
れ
た

少
数
精
鋭
の
（
は
ず
の
）
書
肆
た
ち
が
、
今
や
一
部
の
刊
行
物
も
確
認
さ
れ
な
い

者
を
相
当
数
含
ん
で
い
る
と
い
う
事
態
は
か
な
り
意
外
な
も
の
と
言
え
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
『
難
波
丸
』
の
項
目
名
か
ら
す
れ
ば
あ
る
い
は
「
古
本
」

屋
を
営
業
主
体
と
す
る
も
の
も
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ
ろ
う
し
、
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、わ
れ
わ
れ
は
こ
の
結
果
を
驚
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い（
し

か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
専
業
古
本
屋
が
多
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

あ
る
い
は
Ⅱ
次
本
の
「
書
林
物
之
本
屋 

古
本

」
と
い
う
く
く
り
は
、
小
売
を
し
て

い
る
〈
本
屋
さ
ん
〉
と
い
う
設
定
な
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
、
出
版
同

一
年
中
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
そ
の
理
由
が
不
明
視
さ
れ
て
い
る
Ⅱ
次
本
へ
の
差
し

替
え
操
作
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ほ
と
ん
ど
想
定
し
な
い
、
小
売
を
し
な
い
卸
専
門
の

専
業
出
版
業
者
と
い
う
も
の
が
す
で
に
こ
れ
以
外
に
存
在
し
て
お
り
、
元
禄
の
大

阪
本
屋
業
界
が
出
版
業
者
と
出
版
・
小
売
兼
業
者
と
小
売
専
門
の
書
店
業
・
古
本

業
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ

う
）。

　
中
で
も
○
で
囲
ん
だ
通
し
番
号
を
付
し
た
八
名
お
よ
び
す
で
に
候
補
に
あ
が
っ

て
い
た
◎
二
名
、
計
十
名
は
出
版
点
数
も
あ
っ
て
、
元
禄
二
十
四
名
の
欠
員
七
名

を
補
う
候
補
書
肆
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
た
だ
し
、
欠
員
の
う
ち
二
名
は
、
重
板
被
告
と
な
っ
た
二
書
肆
と
入
れ
替
わ
る

二
名
で
あ
る
。

　
今
一
覧
し
て
み
た
う
ち
で
、
仮
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
者
を
選
出
す
る
と
す
れ

ば
、
○
を
付
し
て
あ
っ
た
（
ほ
ぼ
）
大
阪
案
内
書
の
多
数
相
合
メ
ン
バ
ー
と
し
て

し
か
そ
の
名
を
現
さ
な
い
二
書
肆
な
ど
、
そ
れ
に
恰
好
の
二
名
で
あ
ろ
う
。

　
も
し
こ
の
案
が
真
を
穿
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
先
の
十
名
は
欠
員
五
名
の
候
補



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

（8）

メ
ン
バ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
が
ど
ち
ら
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
試
考
に
、
こ
の
先
、
こ
れ
以
上
進
む
べ

き
手
が
か
り
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
だ
が
、
も
と
よ
り
本
考
察
の
意
図
は
、
欠
員
の
書
肆
個
人
名
を
特
定
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
候
補
が
候
補
と
し
て
残
っ
て
き
た
考
察
過
程
の
諸
段
階
諸
手

続
に
よ
っ
て
、
検
討
以
前
に
は
ま
っ
た
く
気
付
か
な
か
っ
た
元
禄
書
肆
の
階
層
的

あ
り
方
、
大
阪
案
内
書
の
情
報
の
質
、
等
が
、
お
ぼ
ろ
げ
に
も
せ
よ
、
像
を
結
ん

で
く
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

　
逆
説
的
だ
が
、
本
稿
の
目
的
は
、
あ
る
意
味
こ
う
い
う
福
次
を
産
み
出
す
こ
と

に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
欠
員
候
補
の
特
定
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
あ
る
い
は
本
考
の
無
意
義
と
と

ら
え
る
方
も
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
歴
史
的
動
態
把
握
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
あ

る
意
味
、
こ
の
場
合
少
数
の
個
人
名
の
特
定
に
本
質
は
な
く
、
た
と
え
少
数
の
個

人
名
が
空
欄
の
ま
ま
残
っ
た
と
し
て
も
歴
史
状
況
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
認

識
的
本
質
な
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、（
先
に
本
考
が
見
出
し
か
か
っ
て
い
る
元
禄
書
肆
の
諸
種
諸
層
、
大

阪
案
内
書
の
情
報
の
質
、等
の
朧
像
に
つ
い
て
一
旦
は
「
福
次
」
と
表
現
し
た
が
、）

そ
の
意
味
で
言
え
ば
む
し
ろ
本
屋
の
個
人
名
の
判
明
の
方
が
二
次
的
副
産
物
に
過

ぎ
ず
、
い
く
つ
も
の
認
識
的
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
た
本
試
考
に
は
歴
史

状
況
認
識
上
の
充
分
な
収
穫
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
二
十
四
名
の
う
ち
に
書
林
物
之
本
屋
だ
け
で
な
く
、
草
紙
屋
系
正
本
屋

山
本
九
右
衛
門
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、『
難
波
丸
』の「
草

紙
屋
」
の
項
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、『
難
波
丸
』
に
の
る

草
紙
屋
は
七
軒
、
そ
の
筆
頭
山
本
九
兵
衛
は
山
本
九
右
衛
門
の
京
本
店
が
大
阪
進

出
し
た
際
の
当
主
名
で
あ
り
、
ま
た
、
当
然
と
も
言
え
よ
う
が
正
本
屋
西
沢
九
左

衛
門
も
よ
し
み
や
九
左
衛
門
と
い
う
屋
号
で
登
場
、
残
る
五
軒
の
う
ち
、
正
本
屋

仁
兵
衛
は
享
保
以
後
に
も
本
屋
仲
間
へ
の
出
願
の
確
認
が
取
れ
、
こ
こ
で
考
え
る

べ
き
は
四
軒
で
あ
る
。
作
本
屋
久
兵
衛
は
既
知
の
出
版
書
三
部
、
作
本
屋
八
兵
衛

は
七
部
、
象
牙
屋
三
郎
兵
衛
は
三
部
、
正
本
屋
権
左
衛
門
は
出
版
本
未
詳
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
部
数
の
多
い
草
紙
屋
に
つ
い
て
は
考
え
に
入
れ
て
も
よ
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
書
林
物
之
本
屋
の
検
討
結
果
も
合
わ
せ
て
そ
れ
以
上
先
の
弁
別
手
段

が
な
い
以
上
、
も
は
や
こ
の
作
業
に
意
義
は
あ
る
ま
い
。

　
ま
た
、
元
禄
九
年
刊
『
難
波
丸
』
初
次
本
・
Ⅱ
次
本
に
見
え
る
書
肆
、
計
三
十

名
を
―
―
Ⅱ
次
本
で
削
除
さ
れ
た
書
肆
を
も
排
除
せ
ず
に
―
―
検
討
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
念
の
た
め
に
元
禄
五
年
刊
『

諸国

買
物
調
方
記
』
の
「
大
坂
ニ
テ
書
林
并
古

本
屋
」
に
独
自
に
見
え
る
書
肆
を
も
検
討
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に

関
し
て
も
収
穫
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　『
難
波
丸
』
に
見
え
ず
、『

諸国

買
物
調
方
記
』
に
見
え
て
享
保
以
後
の
出
版
願
い

出
が
見
え
な
い
書
肆
は
以
下
の
四
名
で
あ
る
。

　
　
平
野
町

　
本
や
五
兵
衛

　
　
　
　
本
屋
五
兵
衛

　
平
野
町
三
丁
目

　
→
正
本
屋
五
兵
衛
・
伊
勢
屋
五
兵
衛



大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
四
）
―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
下
）
―

　

 

　山
本
秀
樹
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　『
執
筆
法
諺
解
』
延
宝
８
（
本
屋
平
兵
衛
・
本
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　
　
　『
礼
記
月
令
諺
解
』
天
和
３

　
　
　
　
　『
道
余
録
破
釈
』
貞
享
３

　
　
　
　
　『
庭
訓
往
来
』
貞
享
４
（
堀
流
水
軒
書
）

　
　
　
　
　
　
※
正
本
屋
五
兵
衛
・
伊
勢
屋
五
兵
衛
と
同
人
か
。

　
　
　
　（
正
本
屋
五
兵
衛

　
平
野
町

　
→
伊
勢
屋
五
兵
衛
・
本
屋
五
兵
衛

　
　
　
　
　『
お
ぐ
り
判
官
』
延
宝
３

　
　
　
　
　『
道
行
揃
』
延
宝
６

　
　
　
　
　『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
延
宝
６

　
　
　
　
　 『
酒? （

マ
マ
）童

子
付
頼
光
山
入
』
延
宝
６
（
伝
存
類
書
か
ら
推
せ
ば
「
酒

呑
」
あ
る
い
は
「
酒
顚
」
と
あ
っ
た
は
ず
の
と
こ
ろ
が
、
虫
喰
い
か

こ
す
れ
か
で
読
め
な
か
っ
た
こ
と
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
通

行
□
で
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
当
た
る
か
。）

　
　
　
　
　『
大
和
言
葉
』
延
宝
ご
ろ

　
　
　
　
　『
当
流
小
栗
判
官
』

　
　
　
　
　
　
※
伊
勢
屋
五
兵
衛
と
同
人
か
。

　
　
　
　
　
　
※
本
屋
五
兵
衛
と
同
人
か
。）

　
　
　
　 （
し
か
し
、
浄
瑠
璃
太
夫
本
屋
で
も
な
く
、
草
紙
屋
で
も
な
く
、
書
林
・

古
本
屋
の
項
に
記
載
さ
れ
る
本
屋
五
兵
衛
と
、
実
際
浄
瑠
璃
本
を
出
版

し
て
い
る
こ
の
正
本
屋
の
五
兵
衛
は
本
当
に
同
人
な
の
で
あ
ろ
う
か
。）

　
　
　
　（
伊
勢
屋
五
兵
衛

　
平
野
町

　
→
正
本
屋
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
※ 

『
諸国

買
物
調
方
記
』「
浄
る
り
太
夫
本
屋
」
の
項
。
正
本
屋
五
兵

衛
と
同
人
か
。）

　
　
　
　
　
　
※ 

延
宝
七
年
五
月『

増補

難
波
す
ゞ
め
跡
追
』六
十
七
丁
表「
謡
ノ
師
」

の
項
の
「
平
野
町

　
伊
勢
や
五
兵
衛
」
と
同
人
で
あ
ろ
う
（
延

宝
七
年
七
月
『
難
波
鶴
』
で
は
住
所
「
あ
わ
ぢ
町
四
丁
目
」）。）

　
　
四
軒
町

　
帯
や
甚
右
衛
門

　
　
　
　
帯
屋
甚
右
衛
門

　
中
嶋
肥
後
嶋
町

　
　
　
　
　『

首
書

絵
入

徒
然
草
吟
和
抄
』
元
禄
３
（
京
、
川
勝
五
郎
右
衛
門
と
合
）

　
　 

し
ん
さ
い
ば
し

　
河
内
や
善
兵
衛
（
享
保
以
後
に
同
屋
号
同
通
称
の
書
肆
が

あ
る
が
、
寛
政
以
後
明
治
ま
で
の
出
願
で
寛
政
以
前
の
空
白
が
あ
る
。）

　
　
　
　
河
内
屋
善
兵
衛
（
励
学
堂
）　
順
慶
町
心
斎
橋
筋
角

　
　
　
　
　『
小
学
句
読
』
貞
享
２

　
　
　
　
　『
近
代
艶
隠
者
』
貞
享
３
（
西
鶴
本
）（
？
）

　
　
　
　
　『
平
家
物
語
』
貞
享
３

　
　
　
　
　『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
貞
享
３

　
　
　
　
　『
撰
集
抄
』
貞
享
４
（
西
鶴
本
）（
？
）

　
　
し
ん
さ
い
ば
し

　
秋
田
屋
長
兵
衛

　
　
　
　
秋
田
屋
長
兵
衛

　
心
斎
橋

　
　
　
　
　 （
出
版
書
記
載
な
し
。
し
た
が
っ
て
大
阪
案
内
書
の
記
載
に
よ
っ
て

存
在
の
知
れ
る
書
肆
で
あ
る
。）

　
こ
の
よ
う
に
、
今
の
と
こ
ろ
帯
屋
以
外
、
元
禄
の
出
版
本
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
元
禄
五
年
刊
本
の
情
報
と
は
言
え
、
実
勢
と
し
て
ま
だ
前
代
の
も
の
を
反
映
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し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
候
補
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
理

由
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
意
外
の
長
考
と
な
っ
た
。

　
不
確
実
な
こ
と
な
ら
種
々
獲
得
さ
れ
た
認
識
的
気
付
き
は
あ
っ
た
が
、
本
稿
が

得
た
確
実
な
認
識
的
収
穫
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。

　
　
一 

、元
禄
の
本
屋
「
仲
間
」
は
一
義
的
狭
義
的
に
は
版
権
保
護
の
申
立
を
行
っ

た
二
十
四
名
の
み
で
あ
る
。
大
阪
の
全
本
屋
を
仲
間
と
し
て
そ
の
名
簿
を

管
理
で
き
る
よ
う
な
本
格
的
な
本
屋
仲
間
は
享
保
改
革
時
に
初
め
て
成
立

し
た
。

　
　
　 

　
し
た
が
っ
て
、
従
来
、
元
禄
の
「
私
的
」
な
仲
間
が
享
保
時
に
公
的
仲

間
と
し
て
「
公
認
」
さ
れ
た
と
す
る
が
こ
の
認
識
は
不
正
確
な
も
の
で
あ

る
（
元
禄
の
版
権
「
仲
間
」
も
裁
判
を
経
て
、
大
阪
町
奉
行
の
指
示
を
得

て
活
動
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
公
的
承
認
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
は
ず

で
あ
る
）。

　
　
二 

、
一
般
に
元
禄
版
権
確
保
の
申
立
を
行
っ
た
二
十
四
名
の
名
簿
と
し
て
準

用
さ
れ
る
（
実
際
に
は
享
保
仲
間
行
司
設
置
許
可
を
願
い
出
た
二
十
四
人

の
）
名
簿
に
は
、
元
禄
版
権
訴
訟
時
の
被
告
二
名
（
確
実
な
者
一
名
、
想

定
一
名
）
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
元
禄
版
権
確
保
要
求
活

動
の
手
法
を
考
え
る
上
で
解
釈
を
要
す
る
無
視
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
重
ね
て
彼
ら
享
保
本
屋
仲
間
の
中
核
二
十
四
名
が
本
格
的
全
本
屋
仲
間

の
中
で
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
ど
の
よ
う
な
推
移
を
見
せ
る
の
か
、
に
つ
い
て
確

認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
本
格
的
享
保
本
屋
仲
間
の
問
題
で
あ
る
。

　
回
を
改
め
て
確
認
し
た
い
と
思
う
。


